
常務取締役　田邉 誠

ESなくしてCSなし、
相互関係にあるCS・ESの推進強化

　アフターコロナや円安といった外的要因もあり、国内における旅行、空
港の利用に変化が起きています。トランジットを含めると海外のお客様が
全体の8割である現状を踏まえ、言語、食事、案内表示なども含めさまざま
な地域からの多様なニーズに応えられる成田国際空港へと進化すべきだ
と考えています。また現在、成田国際空港では労働力不足の課題に直面し
ています。“更なる機能強化”により年間発着容量が50万回に拡大した際
には、より多くの空港スタッフが必要となります。さらに、『新しい成田空
港』構想を通じて未来の空港のあり方を模索し続けている中で、将来にわ
たって成田国際空港が持続的に成長し、国際競争力を強化していくために
は、安全・安心やお客様の体験価値向上を実現する人材の確保が必要不
可欠です。そのためには空港スタッフが安心して働き続けられる環境整備
はもちろん、働きがいのある魅力的な職場づくりが重要です。
　成田空港ES向上推進協議会を通じて、空港全体のES（従業員満足度）
の向上に向けて空港管理者の立場から協議を進めてきました。ES向上こ

そがお客様への質の高いサービスの提供、ひいてはCS（顧客満足）向上
につながると捉え、「ESなくしてCSなし」の方針のもとに取り組んでいま
す。具体的には、従業員向け休憩室の拡充や、ランプエリアに国内空港初
である無人コンビニエンスストアの設置などを行い、空港スタッフから非
常に好評をいただいております。

空港スタッフとともに
モチベーションアップ

　本年はSKYTRAX社※が実施する空港格付評価「WORLD AIRPORT 
RATING」において5スター（評価最高位）の獲得に加えて、「World’s 
Best Airport Staff部門」において世界一という評価をいただくことがで
きました。これも空港スタッフの“おもてなし”が高く評価されたものと受
け止めています。これを受け、空港を支える4万人超のスタッフへの感謝
を示すために開催した「オールスタッフ感謝祭」では、スタッフ間の交流
のみならず、共に成田国際空港を育むという共通の目標を共有でき、有
意義なものとなりました。

インバウンドを意識した
日本文化の多角的な発信

　CSについては、多様化するインバウンドニーズに対応するため、顧客
体験価値を重視した施策に取り組んでいます。第2旅客ターミナル出国
審査後エリアにオープンした「JAPAN FOOD HALL」をはじめとする施
設整備に加え、空港での滞在時間をお楽しみいただけるよう各種イベン
トを実施しています。例えば、津軽三味線や空手などの伝統的な日本文
化から、デジタルアートなどの次世代型エンターテインメントまで、多角
的に日本文化に触れていただく機会を設けています。

日本の空の玄関口として
世界に開けた空港であり続けるために

　時代や社会が変化していく中で、成田国際空港は新旅客ターミナルと
新貨物地区の配置、新滑走路の整備などに取り組み、さらに進化してい
きます。そのような中でも、成田国際空港が日本国内において海外を一
番身近に感じられる場所であることは変わらないと自負しております。旅
路において空港は通過点の一つかもしれませんが、ワクワク・ドキドキし
ていただける場であり続けるために、現場からの声を重視して常にアン
テナを高く張り、引き続きCS・ESの観点からさまざまな施策を打ち出し
てまいります。
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成田空港を取り巻く
環境の変化を読み取り、
CS・ESの両輪で施策を実施

社会 S o c i a l

※1989年創業のイギリスに拠点を置く航空サービスリサーチ会社

（社長特命事項：マーケティング、CS・ES統括）

具体的な取り組み
成田国際空港では、ESGのS（社会）について

「地域」「安全・セキュリティ」「DX・テクノロジー」「お客様」「職場環境」「人材育成」などの分野において、さまざまな取り組みを推進しています。

お客様にも空港従業員にも地域にも信頼される安心・安全な空港を目指し、持続的成長を実現していきます。

DX推進・
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危機管理

自然災害発生時の
レジリエンス確保

訓練による
対応強化

地域との
共生・共栄

環境対策や地域活性化策への協力をしながら、
地域の魅力・資源と
成田国際空港との相乗効果を目指しています。

NAAが空港利用者や空港従業員に提供する
最も基本的かつ重要な取り組みとして、
日頃から準備を欠かさず実施しています。

周辺地域と連動した商品開発及び観光資源の磨き上げ

　DX基本方針「AIR NARITA」の推進

　DXを支えるサイバーセキュリティ

成田空港周辺地域の素材発掘 及び
お客様に選ばれ続けるものへ変換

エリアブランディング

プラスナリタラボ
株式会社の設立

業務プロセスの
抜本的な見直し

空港運用の高度化自動化・省力化

サイバーセキュリティ対策の
取り組み

DX基本方針『AIR NARITA』を掲げ、
業務・システム・組織を活性化・革新・刷新し、
空港運用及び業務等の効率化を
推進しています。

空港の最大事故・事案の防止
～トリプル・ゼロの追求～

老朽化対策

空港利用者の満足度追求

徹底したお客様第一主義に根差した
世界最高水準の旅客体験価値を創造すべく、
グループ全体で取り組みを実施しています。

お客様に
選ばれる
空港づくり

JAPAN FOOD HALL
整備

第１・第2旅客ターミナル
商業エリアの再構築

空港全体での就労環境の向上

従業員が安心して働き続けられる
空港を目指し、ES向上に取り組んでいます。

NAAでの働きがいのある職場づくりと人材育成

空港での業務にやりがいを持って、
心身ともに健やかに働ける環境整備に
積極的に取り組んでいます。
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プロジェクト
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心身の
健康維持

働きやすい
環境づくり

能力・専門性の向上、
多様性の確保

飲食・
物販 観光
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JAPAN FOOD HALL

お客様に選ばれる空港づくり
旅客ターミナル内の商業施設では、コロナ禍を経て、
第1旅客ターミナル・第2旅客ターミナル商業エリアの再構築や「JAPAN FOOD HALL」の新設など、
NAAグループは徹底したお客様第一主義に根ざした「成田ならでは」の旅客体験価値を創造すべく、
様々な活動に取り組んでいます。

社会

　2023年9月、第2旅客ターミナル出国手続き後エリアに、「JAPAN 
FOOD HALL」をオープンしました。さまざまなジャンルの飲食店10店舗
を集積し、「日本」を味わう体験を提供する場となっています。革新的な鶏
白湯ラーメンを提供する「銀座 篝」や、老舗うなぎ卸問屋が運営する「うな
ぎ四代目菊川」をはじめ、厳選された食材や調理法にこだわった店舗が揃
い、食文化の多様性を堪能できます。
　また、「JAPAN FOOD HALL」の特徴は、ジャパニーズモダンをコンセ
プトとした洗練されたデザインと、駐機する航空機を一望できる大パノラ

マのシーティングエリア、さらに国内空港初となる出国手続き後エリアの
テラス席を設けています。
　成田国際空港をご利用いただく際に、出発前に特別で楽しいひと時を
お過ごしいただくこと、特に外国人のお客様には日本で最後のお食事をお
楽しみいただくことが狙いです。この新しいフードホールが、成田国際空
港が目指す顧客サービスの向上と、多様なニーズに応える施設として、大
きな役割を果たしていきます。

第1旅客ターミナル・第2旅客ターミナル商業エリアの再構築
　コロナ禍による空港利用者の激減により、空港内一般エリアのテナント
を中心に退店が相次いだことを受け、ポストコロナを見据えた商業エリア
の再構築を進めてきました。新たなエリアづくりのコンセプトは「日本の魅
力を発信する」。これを軸に商業エリアとして具現化するため、「伝統」「匠
の技」「高品質」「国内商業施設での顧客支持」等をキーワードとして掲げ
ました。
　第1旅客ターミナルでは、現在までに福井県鯖江市創業の「金子眼鏡
店」、富山県の伝統工芸を受け継ぐ鋳物メーカー「能作」、日本の工芸に根

差した「中川政七商店」、老舗刃物メーカー貝印の「KAI CUTLERY 
STORE」といった、日本の技術力（匠の技）・高品質を発信する店舗が立ち
並ぶストリートを構築し、日本の魅力あふれるエリアとなりました。
　第2旅客ターミナルにおいては、眼鏡の街と称される福井県鯖江で最高
純度のクオリティーを提供する「999.9（フォーナインズ）」のほか、国内空
港初出店の「Columbia」やサステナブルな鞄を提供する「マザーハウス」
等、国内の商業施設で顧客の高い支持を得ている店舗も誘致。新たな飲
食店も導入し、お客様の幅広いニーズに応えるエリアを実現しています。

テラス席 フードホール内 フロアマップ

各旅客ターミナルの商業エリア

　第2旅客ターミナル出国手続き後エリアに飲食店舗が少ないという課題
解消に向けてターミナルを増築して、2階に飲食専用フロアを整備するプロ
ジェクトが発足しました。2019年11月に着工したものの、その後コロナ禍に
より旅客数が激減し、計画を後ろ倒しせざるを得ないという非常に厳しい状
況での店舗誘致でしたが、「JAPAN FOOD HALL」のコンセプトや、誘客の
ためのさまざまな創意工夫、マーケットのポテンシャル等を熱い想いを持っ
てお伝えし、全国初出店、空港初出店のお店を誘致することできました。先行
きが見えない中での誘致活動に加えて、フロア全体のコンセプトに基づく各
店舗の内装デザインの調整や国内空港初のテラス席設置に向けた安全対策
といった「JAPAN FOOD HALL」ならではの多岐に渡る各種調整がありまし
たが、お客様の回復期にあわせて、無事にオープンすることができました。
　無事に1周年を迎えた「JAPAN FOOD HALL」ですが、来日したお客様に
とっては日本で最後にご利用いただく場所であり、乗り継ぎの方には入国せ
ずとも日本食の魅力を知っていただける空間となっています。成田国際空港
はSKYTRAX社「5スターエアポート」の格付けを獲得しましたが、その評価
理由のひとつが「JAPAN FOOD HALL」の開業でした。ジャパニーズモダン
な空間で、日本を感じられる上質なメニューを提供するなど時代に即したニー
ズを捉えることで、国内外のお客様を問わず、旅の目的となるようなフードホー
ルを目指していきます。

“旅の目的”となる
フードホールを目指して
リテール営業部　丸山 加純（右）　比屋定 留佳（左）

taff InterviewS

　お客様に楽しんでいただける商業施設づくりを模索する中、コロナ禍により次々と退
店となった区画・エリアのあり方も踏まえた再構築が急務となりました。
　日本の玄関口にふさわしい商業エリアの店舗誘致のコンセプトとして掲げたのは「日
本の魅力を発信する」店舗。 「伝統・技術力（匠の技）・高品質」といったキーワードに加え、
国内商業施設でも人気の店舗を誘致することで日本のトレンドを発信するエリアづくり
を目指しました。その結果、日本の技術力・高品質を具現化する全国の工芸品店や老舗
メーカーの出店にもつながり、インバウンドをはじめとした多くのお客様に楽しんでお買
い物いただけるエリアが構築できたと感じています。
飲食店についても、成田市の名産である鰻料理や、おにぎり専門店、サラダボウル専門
店、韓国料理など、幅広いお客様のニーズに応え、喜んでいただける店舗が集いました。
今後も、お客様にご満足いただける商業施設を追及することで、より満足度の高い

ターミナルとなるように取り組んでいきます。

日本の玄関口にふさわしい
「伝統・技術力（匠の技）・高品質」を

発信する商業エリアに
リテール営業部　水江 将広

taff InterviewS
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成田空港オールスタッフ感謝祭

成田食堂プロジェクト
空港全体での働きがいのある職場づくり

成田国際空港で働くすべての人にとって働きやすい環境とは?
成田国際空港が持続的に成長していくためには、さらなる人手の確保や育成、定着が不可欠です。
従業員の方々が安心して働き続けられる空港を目指し、CS・ES推進部を中心にES向上に取り組んでいます。

社会

　2024年5月、当社および成田空港ＣＳ協議会、成田空港ＥＳ向上推進協
議会は、成田国際空港で働くすべての空港従業員を対象に「成田空港オー
ルスタッフ感謝祭2024」を共催しました。この感謝祭は、イギリスに拠点
を置くSKYTRAX社の空港格付評価にて成田国際空港が最高位となる５
スター評価を初めて獲得したこと、さらには、世界中の旅客の投票で決定
される旅客サービスに関する「World’s Best Airport Staff部門」にて第
１位を受賞したことを記念して開催され、延べ約9,600人の空港従業員が
参加しました。会場では、飲食物の提供やステージイベントが行われ、空港
従業員同士が日頃の感謝や労いを伝え合うなど、交流の場としても貴重
な機会となりました。

　2023年8月より、成田国際空港で働く空港従業員の食事環境改善を目
的にNAA本社ビル厨房を活用した空港内へのお弁当のデリバリー販売を
開始・拡充しています。２０２４年には、第１・２旅客ターミナル内にも弁当販
売所を設置し、空港従業員の方々にも大変ご好評をいただいております。
この「成田食堂プロジェクト」は、2022年より当社でスタートした所定
労働時間の最大20%をプロジェクト業務に充てられるCreat ive

Challenge20制度を活用した若手有志による取り組みとなります。
　また、メニューにもこだわりを持ち、千葉県産の食材を多く使用した安
全・安心かつ豊富な種類のお弁当を提供すべく、日々検討を進めていま
す。今後も、若手ならではの積極的な姿勢で、空港内の食事環境へのニー
ズを踏まえつつさらなる改善に努め、成田国際空港の職場としての魅力向
上に貢献してまいります。

従業員向け成田空港特別見学ツアー
　当社は、成田国際空港で働く空港従業員を対象にランプセントラルタ
ワーや滑走路脇などを巡る「成田空港特別見学ツアー」を開催していま
す。ツアーでは、普段の業務では立ち入れないエリアの見学や他業種の従
業員との交流による “成田国際空港で働いているからこそ”の特別な体験
を提供することで、成田国際空港全体への理解を深めてもらうとともに、
成田国際空港で働くことの魅力や働きがいを感じてもらうことを目指して
います。また、2024年は空港従業員から寄せられた「家族に職場を見せた
い」という思いに応えて、空港従業員のご家族も参加できるツアーを初の
試みとして開催しました。

中央広場リニューアル
　現在、オールスタッフ感謝祭の会場にもなった第２旅客ターミナルビル
前中央広場の全面リニューアルを進めています。リニューアル後には、イ
ベント会場としての機能を維持しつつ、成田国際空港内では初となる従業
員向けの屋外休憩スペースや、隣接する空港内保育ルーム「たんぽぽ」の
園庭（約500㎡）を新設する予定です。園庭の新設によって、子どもたちが
安全にのびのびと遊ぶことのできる環境を整えるだけでなく、これまで空
港外で開催せざるを得なかった運動会を成田国際空港内で開催できるよ
うにするなど、空港従業員が仕事と子育てを両立しやすい環境づくりに取
り組んでいきます。

成田空港オールスタッフ感謝祭2024

リニューアル後の中央広場（イメージ）ランプセントラルタワー内をご家族と一緒に見学

　成田国際空港内で働いているすべての方々を対象に、ES（従業員満足度）の向
上に取り組んでいます。「新しい成田空港」を実現するためには今後も安定的な人
手の確保が求められ、ES向上は不可欠です。そのための大きな枠組みとして「職場
環境の改善」と「モチベーションの向上」の2つを“両輪”と位置付け、それぞれ施策
を進めています。
　職場環境の改善は、特に優先度の高い事項として、従業員向けの食事場所・休憩
場所・トイレの整備を進めています。例えば、これまで供食施設が無かったエプロン
エリアに無人コンビニを設置し、24時間いつでも手軽に食事を買えるようにしまし
た。また従業員用休憩室を増設するとともに、室内に電子レンジやフリーWi-Fiを
設置。従業員用トイレの改修も進めています。モチベーション向上については、目に
見えるメリットとして従業員優待の拡充を進めています。一例として、従来より従業
員対象の空港見学ツアーを実施しており、2024年は初の試みとしてご家族もお招
きしました。今後も多角的な従業員優待を実現していきます。
　職種も勤務形態も多岐にわたる従業員の方々のニーズを、すべて把握すること
は容易ではありません。しかし、各職場からの声をきめ細かくキャッチしてニーズに
合った施策を打ち出すことで、職場としての成田国際空港の魅力を高め、人手確保
を通じて新たな空港への進化を支えていきたいです。

職場環境の改善とモチベーション向上を両輪に
いきいきと働くことができる空港づくりを推進
CS・ES推進部 ES推進グループ　市川 瑛祐

taff InterviewS

重点課題 中期経営計画NAAの価値創造 ガバナンス環　境 社　会 財務情報・データ

役員メッセージ 特　集 地　域 安全とセキュリティ DX推進 顧客満足 空港の職場づくり NAAの職場づくり

NAA本社ビル食堂 旅客ターミナル内の弁当販売所
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心身の健康維持

能力・専門性の向上、多様性の確保
従業員は当社にとって大切な財産です。
従業員が安心していきいきと働くことのできる環境を整えるとともに
従業員のパフォーマンスを最大限に発揮できるよう成長を後押しすることで、
安全・安心・安定な空港運営と新規価値の創造を実現します。

社会

　成田国際空港の持続的な成長・発展に向け、従業員一人ひとりが心身と
もに健康でいきいきとやりがいを感じながら働き続けられる職場環境づく
りを目指し、従業員・会社・健康保険組合が一体となり、身体の健康、心の
健康、後述のワークライフバランスの推進の３つをテーマに健康づくりに
取り組んでいます。
　特に身体・心の健康に関しては、さまざまな働きかけを通じて従業員が
安心して健康維持に取り組める環境を整備しており、健康診断受診率及び
ストレスチェック受検率は100%を達成しています。｠加えて、「健康チャレ
ンジキャンペーン」等の各種施策の実施により、健康経営推進の取り組み
を浸透させ、従業員の健康経営への意識向上に努めています。

　また、経済産業省と日本健康会議が
進める健康経営優良法人認定制度にお
いて、「健康経営優良法人（大規模法人部門）」に2年連続（2023年、2024
年）で認定されました。認定取得に向けた取り組みを通じ、従業員の健康維
持・増進、ひいては生産性向上に寄与するものと考え、引き続き健康経営
推進の指標の一つとして認定取得を目指していきます。
　今後も各種データを活用し、健康課題の把握、課題解決に向けた目標設
定を行い、戦略的かつ継続的に取り組んでいきます。さらに、グループ会
社への施策展開や、健康経営優良法人認定取得に向けた支援を通じて、
NAAグループ一体としての健康経営を一層推進します。

　当社の企業の持続的成長、地域との共生・共栄や空港の安全・安心・安
定運用といった当社ならではの企業文化の継承・人材育成の観点から、新
卒採用を毎年継続的に実施しています。また、社内に新しい知識や視点を
もたらすさまざまなスキルや経験をもった人材を獲得するため、キャリア
採用も積極的に行っています。
　あわせて、将来における優秀な人材確保の観点から、２年連続で初任給
を引き上げるとともに、全従業員のベースアップを行い、エンゲージメント
の向上につなげております。■ 健康経営の推進

■ 採用

　空港運営に必要となる幅広い知識や視野を身につけるとともに、社員が
自身の適性を見極めるために、入社10年程度の期間にさまざまな部署を
経験するジョブローテーションを行っています。
　また、特定の業務領域においては、より高度な専門知識を持った社員を
計画的に育成するため、社内公募により社員を選抜する専門コース制度を
導入しています。選抜された社員は専門コース業務及び関連する部署の
業務を継続的に遂行することで、自ら希望する分野においてキャリアを積
んでいくことが可能となっています。
　さらに、従業員のキャリア形成にあたっては、年に一度、従業員個人が自
身の状況や過去の経験、今後のキャリア形成についての考えを会社に申
告する自己申告制度を導入しています。当該制度を通じ、従業員が能動的
にキャリアについて考える機会を提供するとともに、適材適所の実現、キャ
リア開発の支援につなげていく狙いがあります。

■ キャリア形成

　空港を取り巻く環境が大きく変化する中、当社は2030年のあるべき将
来像として、「クリエイション」「サステナビリティ」「レジリエンス」の実現を
掲げており、社員一人ひとりに『リーダーシップ』『考動力』『業務専門性』の
3つを求めています。
リーダーシップ：空港全体のオペレーションを最適化するために当社が
リーダーシップを発揮して施設計画からオペレーションまでリードする必
要があります。
考動力：これまでにない領域に踏み込むこととなるため、現場で起きてい
ることに注視し、現場からの声に耳を傾けながら、自らの頭で考え、積極的
に行動する力が必要になります。
業務専門性：空港全体のオペレーションを最適化するためには、空港運営
全体に関する専門性が求められるとともに、各部署における専門性も求め
られています。
　以上３つの力を養うための人材育成プログラムを運用しています。
　具体的には、経営人材の早期育成を念頭においた「リーダーシップ育成
研修」、各階層に求められる能力や知識を習得するための「階層別研修」、
社員の主体的な学びを会社が支援する「自己啓発研修」、空港経営に関す
る専門性を身に付けるための「海外/国内研修」等の各種プログラムによ
り、社員の能力開発・自己成長をサポートしています。
　上記に加え、「キャリア開発研修」や、「女性社員座談会」・「キャリア採用
者座談会」などによる社員同士での意見交換を通じて、社員一人ひとりが
自律的にキャリアを形成する支援を行っています。

■ 人材育成制度

　社員が、新しいアイデアや取り組みを自由に提案し、プロジェクトとして
検討・実行に移していくプロジェクト提案制度「Creative Challenge 20」
を2022年から運用しています。社内審査を経てプロジェクトが立ち上が
れば、所定労働時間の最大20％までを自部署以外の業務に充てることが
可能になるもので、現在4つのプロジェクトが進行しています。

　当制度により、従来の事業や組織の壁に捉われない幅広い知識や体験、
スキルを習得する機会を増やすことで、社員の自己成長を促すとともに、
クリエイティブな取り組みにチャレンジする企業風土の醸成を目指してい
ます。

■ Creative Challenge 20（ＣＣ20）

働きやすい環境づくり

会社が従業員の仕事とライフイベントの両立を支援し多様な働き方を認めることで、
一人ひとりの幸福度やパフォーマンスの向上につながると考え、さまざまな施策に取り組んでいます。

■ ワークライフバランスと柔軟な働き方

・自宅等で勤務することができる制度です。
・従業員一人ひとりのニーズが多様化する中で柔軟な働き方の一つとして導入しています。

テレワーク勤務

従業員の多様なライフスタイルに応じて利用できる、さまざまな福利厚生制度があります。
●リフレッシュ：セレクトプラン（全国の厚生施設）、カフェテリアプラン、レジャー施
設・提携ホテル等の優待、部活動・同好会への助成

●財産形成：企業年金、財形貯蓄、社員持株会、団体保険
●健康医療・その他：健康診断・人間ドック（日・泊・脳ドック）、食事手当、住宅手当（賃
貸・持ち家）

充実した福利厚生

●健康を考える日（ノー残業デー）：毎週水曜日と毎月最終金曜日を健康を考える日
（ノー残業デー）としています。
●休みます宣言：休暇取得の促進を目的として、四半期ごとに4日以上の年次休暇の
取得予定を立てる「休みます宣言」を実施しています。

●計画休暇：従業員のリフレッシュを目的として、長期休暇（7日以上）の取得を促す
計画休暇制度を導入しています。

総労働時間の縮減に関する取り組み

・多様性について一人ひとりが意識・行動し、さまざまな従業員がいきいきと働くこ
とのできる職場環境づくりを推進するため、外部講師を招いた研修の実施等ダイ
バーシティ・エクイティ＆インクルージョン（DE&I）の取り組みを行っています。
・女性の活躍推進においては、働きやすい環境整備に取り組むとともに、女性管理
職と女性従業員による座談会を開催するなど、女性一人ひとりの自律的なキャリ
ア形成を支援しています。

DE＆I、女性の活躍推進に関する取組み

・目的に関わらず始終業の時間を選択することができる制度です。
・始業時間を前倒しすることで終業後の時間を、後倒しすることで始業前の時間を、育
児や介護はもちろんのこと、自己研鑽、趣味等に活用することができます。

スライド勤務（所定勤務時間変更）

・最大3歳までの育児休業、最大6か月までの介護休業を取得することができます。
・その他、仕事と育児・介護の両立支援として１日最大２時間取得可能な「部分育休」、
所定労働時間を短縮する「短時間勤務制度」、特別休暇として「子の看護休暇」や「介
護休暇」等の制度を整えています。
・また、育児・介護の申出時や休業からの復職時には、制度案内や意向確認、職場の上
司を含めた面談の実施等を行い、本人と職場理解を深める取り組みを行っています。

育児・介護に関する制度

●ワークライフバランス促進に関する取り組み状況
指 標 2022年度実績 2023年度実績 2024年度目標値

総労働時間 1,844時間 1,846時間 1,850時間

年次有給休暇
取得率

育児休業取得率

男性

女性

育児休業及び
育児目的休暇
取得割合（男性）

80.5％ 87.5％ 80％以上

100％ 100％ -

48.0％ 72.0％ -

96.0％ 89.0％ -

●人材育成制度のイメージ

リーダーシップ
（経営のニーズに対応）

リーダーシップ育成研修
（公募・選抜・指名）

・リーダーシップ育成研修Ⅰ
 （新任担当部長・新任次長・ 
 新任室長・マネージャー）

・リーダーシップ育成研修Ⅱ
 （部長層）

・新任マネージャー
・新任アシスタントマネージャー
・新任主任
・中堅グループ員
・新入社員

・他企業交流研修
・通信教育講座
・語学力UPサポート
・資格サポート制度
・外部公開セミナー　等

【海外研修】
海外空港、
国際機関等派遣プログラム

【海外大学院派遣】
【国内大学院派遣】

階層別研修
（参加必須） 自己啓発研修 海外／国内研修派遣

考動力
（組織全体のニーズに対応）

業務専門性
（現場のニーズに対応）

重点課題 中期経営計画NAAの価値創造 ガバナンス環　境 社　会 財務情報・データ
NAAでの働きがいのある
職場環境の実現と人材育成 役員メッセージ 特　集 地　域 安全とセキュリティ DX推進 顧客満足 空港の職場づくり NAAの職場づくり



ガバナンス
NAAグループ全体の機動性を高め、
急速な事業環境の変化に対応

　新型コロナウイルス感染症による航空需要の長期的な減退を経て、旺
盛なインバウンド需要による利用者層の多様化、さらにはテクノロジーの
進化など、成田国際空港を取り巻く事業環境はめまぐるしく変化していま
す。このような環境変化に対して迅速に対応していくために、NAAグルー
プ全体として機動性を高めることが重要な経営課題の一つです。その前
提として、NAA社内の部署間はもちろん、NAAとグループ会社との間で、
スムーズな連携がさらに促進される必要があると認識しています。
　また、成田国際空港が直面する課題の多くは、航空会社や交通アクセ
ス事業者、周辺自治体といったステークホルダーの皆様との協力なくし
て解決することはできません。NAAグループが主体的に働きかけを行
い、ステークホルダーの皆様の発展にも寄与しながら安全・安心・快適な
空港づくりを実現する必要があると考えています。

NAAグループ全体の機動性を高め、
急速な事業環境の変化に対応

スムーズな連携がさらに促進される必要があると認識しています。

空港づくりを実現する必要があると考えています。

　新型コロナウイルス感染症による航空需要の長期的な減退を経て、旺
盛なインバウンド需要による利用者層の多様化、さらにはテクノロジーの
進化など、成田国際空港を取り巻く事業環境はめまぐるしく変化していま
す。このような環境変化に対して迅速に対応していくために、NAAグルー
プ全体として機動性を高めることが重要な経営課題の一つです。その前
提として、NAA社内の部署間はもちろん、NAAとグループ会社との間で、

　また、成田国際空港が直面する課題の多くは、航空会社や交通アクセ
ス事業者、周辺自治体といったステークホルダーの皆様との協力なくし
て解決することはできません。NAAグループが主体的に働きかけを行
い、ステークホルダーの皆様の発展にも寄与しながら安全・安心・快適な

NAAグループ全体の機動性を高め、
急速な事業環境の変化に対応

　新型コロナウイルス感染症による航空需要の長期的な減退を経て、旺
盛なインバウンド需要による利用者層の多様化、さらにはテクノロジーの
進化など、成田国際空港を取り巻く事業環境はめまぐるしく変化していま
す。このような環境変化に対して迅速に対応していくために、NAAグルー
プ全体として機動性を高めることが重要な経営課題の一つです。その前
提として、NAA社内の部署間はもちろん、NAAとグループ会社との間で、
スムーズな連携がさらに促進される必要があると認識しています。
　また、成田国際空港が直面する課題の多くは、航空会社や交通アクセ
ス事業者、周辺自治体といったステークホルダーの皆様との協力なくし
て解決することはできません。NAAグループが主体的に働きかけを行
い、ステークホルダーの皆様の発展にも寄与しながら安全・安心・快適な
空港づくりを実現する必要があると考えています。

ガバナンスの徹底により
健全で透明性の高い企業経営を推進

　企業価値の向上のためには、取締役会においてリスクを含めた情報開
示が十分になされたうえで活発な議論が行われ、意思決定がなされるこ
とが重要です。特にNAAは公益性の高い企業であり、経営方針が社会
に与える影響も大きいと認識しております。
　私自身も、空港利用者としての社外からの視点も踏まえながら、率直
に意見や質問を述べるように心がけてきましたが、就任後の５年間をふり
かえると、取締役会の議論はどんどん活発化し、充実してきていると思い
ます。
　成田国際空港が直面する重要な経営課題に向き合う中で、データに基
づいた検討を行い、各自の知見・知恵を出し合い、コンセンサスを形成し
ながら物事を進める意識が醸成され、経営層におけるコミュニケーショ
ンは活発になってきたと実感しています。
　取締役会がガバナンス機能を発揮し徹底することで、健全で透明性の
高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、
自らの役割を果たしていきます。

成田品質を世界へ。
地域とともに持続的な成長を

　地球温暖化や少子高齢化など、世界規模で考えなければならない社会
的課題が今後ますます増えるにつれて、世界と日本をつなぐ成田国際空港
の役割は、その重要性が一層高まっていくと考えています。このような中、
成田国際空港が培ってきた安全・安心な空港運用などいわゆる「成田品
質」を世界中の空港に提供すると同時に、他の空港の優れたノウハウを取
り入れ、成田国際空港の価値をどんどん向上していくことが理想です。
　その過程で、成田国際空港の職場環境や周辺地域の居住環境の魅力
をさらに高め、多様なバックグラウンドの方々に空港でいきいきと働いて
いただき、そして空港周辺に快適に住んでいただく将来像を思い描いて
います。成田国際空港が、次の世代の方々にとって「利用」「稼働」「居住」
いずれの面からも魅力的な存在となり、地域とともに持続的に成長して
いくことを願っております。

　新型コロナウイルス感染症による航空需要の長期的な減退を経て、旺　新型コロナウイルス感染症による航空需要の長期的な減退を経て、旺　新型コロナウイルス感染症による航空需要の長期的な減退を経て、旺
盛なインバウンド需要による利用者層の多様化、さらにはテクノロジーの盛なインバウンド需要による利用者層の多様化、さらにはテクノロジーの盛なインバウンド需要による利用者層の多様化、さらにはテクノロジーの
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ガバナンスの徹底によりガバナンスの徹底により
健全で透明性の高い企業経営を推進健全で透明性の高い企業経営を推進健全で透明性の高い企業経営を推進
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に与える影響も大きいと認識しております。与える影響も大きいと認識しております。与える影響も大きいと認識しております。
　私自身も、空港利用者としての社外からの視点も踏まえながら、率直　私自身も、空港利用者としての社外からの視点も踏まえながら、率直　私自身も、空港利用者としての社外からの視点も踏まえながら、率直
に意見や質問を述べるように心がけてきましたが、就任後の５年間をふりに意見や質問を述べるように心がけてきましたが、就任後の５年間をふりに意見や質問を述べるように心がけてきましたが、就任後の５年間をふり
かえると、取締役会の議論はどんどん活発化し、充実してきていると思いかえると、取締役会の議論はどんどん活発化し、充実してきていると思いかえると、取締役会の議論はどんどん活発化し、充実してきていると思い
ます。ます。
　成田国際空港が直面する重要な経営課題に向き合う中で、データに基　成田国際空港が直面する重要な経営課題に向き合う中で、データに基　成田国際空港が直面する重要な経営課題に向き合う中で、データに基
づいた検討を行い、各自の知見・知恵を出し合い、コンセンサスを形成しづいた検討を行い、各自の知見・知恵を出し合い、コンセンサスを形成しづいた検討を行い、各自の知見・知恵を出し合い、コンセンサスを形成し
ながら物事を進める意識が醸成され、経営層におけるコミュニケーショながら物事を進める意識が醸成され、経営層におけるコミュニケーショながら物事を進める意識が醸成され、経営層におけるコミュニケーショながら物事を進める意識が醸成され、経営層におけるコミュニケーショ
ンは活発になってきたと実感しています。ンは活発になってきたと実感しています。ンは活発になってきたと実感しています。ンは活発になってきたと実感しています。
　取締役会がガバナンス機能を発揮し徹底することで、健全で透明性の　取締役会がガバナンス機能を発揮し徹底することで、健全で透明性の　取締役会がガバナンス機能を発揮し徹底することで、健全で透明性の　取締役会がガバナンス機能を発揮し徹底することで、健全で透明性の
高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、
自らの役割を果たしていきます。自らの役割を果たしていきます。

成田品質を世界へ。
地域とともに持続的な成長を

　地球温暖化や少子高齢化など、世界規模で考えなければならない社会　地球温暖化や少子高齢化など、世界規模で考えなければならない社会
的課題が今後ますます増えるにつれて、世界と日本をつなぐ成田国際空港的課題が今後ますます増えるにつれて、世界と日本をつなぐ成田国際空港
の役割は、その重要性が一層高まっていくと考えています。このような中、の役割は、その重要性が一層高まっていくと考えています。このような中、
成田国際空港が培ってきた安全・安心な空港運用などいわゆる「成田品成田国際空港が培ってきた安全・安心な空港運用などいわゆる「成田品
質」を世界中の空港に提供すると同時に、他の空港の優れたノウハウを取質」を世界中の空港に提供すると同時に、他の空港の優れたノウハウを取
り入れ、成田国際空港の価値をどんどん向上していくことが理想です。り入れ、成田国際空港の価値をどんどん向上していくことが理想です。
　その過程で、成田国際空港の職場環境や周辺地域の居住環境の魅力　その過程で、成田国際空港の職場環境や周辺地域の居住環境の魅力
をさらに高め、多様なバックグラウンドの方々に空港でいきいきと働いてをさらに高め、多様なバックグラウンドの方々に空港でいきいきと働いて
いただき、そして空港周辺に快適に住んでいただく将来像を思い描いていただき、そして空港周辺に快適に住んでいただく将来像を思い描いて
います。成田国際空港が、次の世代の方々にとって「利用」「稼働」「居住」います。成田国際空港が、次の世代の方々にとって「利用」「稼働」「居住」
いずれの面からも魅力的な存在となり、地域とともに持続的に成長していずれの面からも魅力的な存在となり、地域とともに持続的に成長して
いくことを願っております。

ガバナンスの徹底により
健全で透明性の高い企業経営を推進

　企業価値の向上のためには、取締役会においてリスクを含めた情報開
示が十分になされたうえで活発な議論が行われ、意思決定がなされるこ
とが重要です。特にNAAは公益性の高い企業であり、経営方針が社会
に与える影響も大きいと認識しております。
　私自身も、空港利用者としての社外からの視点も踏まえながら、率直
に意見や質問を述べるように心がけてきましたが、就任後の５年間をふり
かえると、取締役会の議論はどんどん活発化し、充実してきていると思い
ます。
　成田国際空港が直面する重要な経営課題に向き合う中で、データに基
づいた検討を行い、各自の知見・知恵を出し合い、コンセンサスを形成し
ながら物事を進める意識が醸成され、経営層におけるコミュニケーショ
ンは活発になってきたと実感しています。
　取締役会がガバナンス機能を発揮し徹底することで、健全で透明性の
高い企業経営が推進されます。私自身も取締役会の構成員の一人として、
自らの役割を果たしていきます。

成田品質を世界へ。
地域とともに持続的な成長を

　地球温暖化や少子高齢化など、世界規模で考えなければならない社会
的課題が今後ますます増えるにつれて、世界と日本をつなぐ成田国際空港
の役割は、その重要性が一層高まっていくと考えています。このような中、
成田国際空港が培ってきた安全・安心な空港運用などいわゆる「成田品
質」を世界中の空港に提供すると同時に、他の空港の優れたノウハウを取
り入れ、成田国際空港の価値をどんどん向上していくことが理想です。
　その過程で、成田国際空港の職場環境や周辺地域の居住環境の魅力
をさらに高め、多様なバックグラウンドの方々に空港でいきいきと働いて
いただき、そして空港周辺に快適に住んでいただく将来像を思い描いて
います。成田国際空港が、次の世代の方々にとって「利用」「稼働」「居住」
いずれの面からも魅力的な存在となり、地域とともに持続的に成長して
いくことを願っております。

ポストコロナのヒト・モノの
往来を担う社会インフラ

　世界有数の国際貨物量を取り扱い、ヒト・モノの往来を担う社会イン
フラである成田国際空港は、国際・国内航空便のネットワークに加え、
一層便利になった空港アクセス、そして豊かな自然が育む文化や食を
誇る地元・千葉県の魅力と連携し、政府の観光立国推進基本計画が目
指すポストコロナの観光の質的向上や地方誘客にも大きな役割が期
待されています。

グループ経営全体を俯瞰した
リスク防止のための監査活動

　成田国際空港の安全・安心・安定した運営の脅威となるリスクを予
防し健全な経営を確保する企業統治体制の一環として、社外の常勤監
査役等4名で構成する監査役会が活動しています。
　監査役監査は、グループ経営全体を俯瞰したリスクの予防を目的に、
成田国際空港株式会社法の会社目的に即し経営陣を規律する取締役
会等の機能(ガバナンス)と、会社法や金融商品取引法等が重視する現
場・経営との内部統制(マネジメント)の両面から組織・業務リスクを分
析し、経営陣における課題検証の提案を行っています。
　本年度は、本格的な需要回復と空港機能の拡充、インバウンドやサ
ステナビリティ等の経営環境変化、グループの総合力強化、安全確保・
コンプライアンス等のマネジメントを重点に、現場を重視した監査に
取り組んでいます。
　このため、現場を担うグループ会社及びNAA社員、部室長、執行役
員と取締役へ段階的なヒアリングを実施し、現場の良好な取組ととも
に懸念や意見を丁寧に質疑し、内部監査部や会計監査人との監査間連
携を図りつつ、監査所見を代表取締役等との懇談に反映しています。

　世界有数の国際貨物量を取り扱い、ヒト・モノの往来を担う社会イン
フラである成田国際空港は、国際・国内航空便のネットワークに加え、
一層便利になった空港アクセス、そして豊かな自然が育む文化や食を
誇る地元・千葉県の魅力と連携し、政府の観光立国推進基本計画が目
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成田国際空港株式会社法の会社目的に即し経営陣を規律する取締役
会等の機能(ガバナンス)と、会社法や金融商品取引法等が重視する現
場・経営との内部統制(マネジメント)の両面から組織・業務リスクを分

　本年度は、本格的な需要回復と空港機能の拡充、インバウンドやサ
ステナビリティ等の経営環境変化、グループの総合力強化、安全確保・
コンプライアンス等のマネジメントを重点に、現場を重視した監査に

　このため、現場を担うグループ会社及びNAA社員、部室長、執行役
員と取締役へ段階的なヒアリングを実施し、現場の良好な取組ととも
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持続的な企業価値向上に寄与する
積極的な監査活動

　現在、日本企業全体で進展するコーポレートガバナンス改革の最前
線である人的資本経営やグループガバナンスなど、持続的な企業価値
の向上を重視した経営が重要になっています。
　監査役の社外活動として、日本監査役協会を通じた専門的知見の研
鑽や他企業監査役との交流、先進企業事例の分析などを活かした客観
的な監査活動を積極的に展開し、全社的連携の促進による企業価値の
向上に寄与して参ります。

ガバナンスを徹底し、
健全な企業経営を確立

世界をリードする国際空港へ

G o v e r n a n c e

社外取締役  甲斐 順子

空港経営のリスクを防止し、
持続的な企業価値に貢献する
監査を積極的に展開

空港経営のリスクを防止し、空港経営のリスクを防止し、
持続的な企業価値に貢献する持続的な企業価値に貢献する持続的な企業価値に貢献する
空港経営のリスクを防止し、
持続的な企業価値に貢献する
監査を積極的に展開
常勤監査役(監査役会議長)  榎本 通也
監査を積極的に展開監査を積極的に展開監査を積極的に展開
常勤監査役(監査役会議長)  榎本 通也常勤監査役(監査役会議長)  榎本 通也
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財務情報・データ

会社概要

（2024年3月31日現在）

社名

代表者

本社所在地

設立年月日

社員数

資本金

発行済株式総数

目的

成田国際空港株式会社（略称：NAA）
（英文：NARITA INTERNATIONAL AIRPORT CORPORATION）

代表取締役社長　田村 明比古（たむら あきひこ）

〒282-8601　千葉県成田市古込字古込1-1（成田市成田国際空港内NAAビル）

1966年7月30日 新東京国際空港公団設立
2004年4月1日 成田国際空港株式会社設立

837名（単体）

1,197億3,680万円

2,394,736株

成田国際空港の設置及び管理を効率的に行うこと等により、航空輸送の利用者の利便の向上を図り、もって航空の総合的な発展
に資するとともに、我が国の産業、観光等の国際競争力の強化に寄与することを目的とする。

株主総会
取締役会

監査役会

経営会議

営業部門

整備部門

管理部門

社長

監査役

監査役室

内部監査部

マーケティング統括室

経営企画部門

上場準備室

共生・用地部門

空港運用部門

財務部門

機能強化整備部

整備部

調達部

財務部

総務人事部

法務コンプライアンス部

広報部給油事業部

貨物営業部

CS・ES推進部

旅客ターミナル部

エアライン営業部

リテール営業部

施設部

運用管理部

保安警備部

オペレーションセンタ―

総合安全推進部

用地部

地域共生部

経営計画部

関連事業部

空港計画部

DX推進部

■ 会社情報

■ 組織図

■ 関係会社（持分法適用関連会社を含む）

株式会社グリーンポート・エージェンシー

旅客ターミナルビルにおける「Fa-So-La」ブランドでの各種免税品、食品、民芸品等ギフト商
品、電化製品、旅行用品、医薬品等の販売及び飲食店の経営

会社名 主な事業

※ 持分法適用関連会社

空港土木施設、建築施設の保守管理、テナント内装工事

旅客ターミナルビルの付帯設備・特殊設備の保守管理

航空灯火、空港諸施設付帯設備の保守管理

空港内ネットワーク、フライト情報提供サービス、無線施設の保守管理、ソフトウェア開発、電話事業

航空機給油施設の保守管理

旅客ターミナルビル内の手荷物カートサービス、人材派遣及び植栽事業

芝山鉄道線（東成田～芝山千代田間）の運行

成田高速鉄道アクセス線の鉄道施設の保有及び貸付

成田国際空港を離着陸する航空機に対する給油サービス

市中の空港型免税店における免税品の販売業

成田国際空港と地域の発展を目的とする地域ビジネスの企画、物販・卸事業、飲食事業、観光事業

成田国際空港内への電気・熱のエネルギー供給事業、エネルギー供給源の脱炭素化事業

成田国際空港の警備、消防・防火防災、航空保安、場面管理、旅客案内等お客様サービス、ID
カード発行、電気通信設備の調査設計、工事及び施設保全業務

海外旅行保険、外貨両替、バス乗車券販売等の各種サービス提供、空港内の広告販売、イベン
トの企画・運営、整備地区の事務所ビルの貸付及び空港周辺の騒音用地等の管理・貸付、自動
販売機による清涼飲料水等の販売

エアポートメンテナンスサービス株式会社

株式会社成田エアポートテクノ

株式会社NAAファシリティーズ

空港情報通信株式会社

成田空港給油施設株式会社

NAAセーフティサポート株式会社

株式会社NAAリテイリング

株式会社成田空港ビジネス

芝山鉄道株式会社

成田高速鉄道アクセス株式会社

日本空港給油株式会社※

株式会社Japan Duty Free Fa-So-La 三越伊勢丹※

プラスナリタラボ株式会社※

株式会社Green Energy Frontier※

重点課題 中期経営計画NAAの価値創造 ガバナンス環　境 社　会 財務情報・データ

ハイライト 連結財務諸表 主要財務データ 環境データ 会社概要

成田国際空港株式会社 統合報告書 2024 80成田国際空港株式会社 統合報告書 202479




